
今年度の主題聖句

平和を尋ね求め、追い求めよ。（詩編  第34編15節）

礼拝動画配信は以下のサイトで
　　 https://www.aoyamagakuin.jp/post_consistency/onlinereihai/　

案  内

神の国節第23週
神の国節第24週
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青山学院大学・短大礼拝週報青山学院大学・短大礼拝週報

日々の礼拝について、大学・短大オンライン礼拝サイトで動画配信しております。
以下のURLにアクセスし視聴可能です。
URL：https://www.aoyamagakuin.jp/post_consistency/onlinereihai/

礼拝の動画配信について

宗教センターのホームページに「キリスト教活動のしおり」を載せました。
参照いただき諸活動について参加ください。
URL：
 https://www.aoyamagakuin.jp/wp-content/uploads/2020/04/2020chritianactivity.pdf

「キリスト教活動のしおり」参照ください

学内の皆さま、一部対面授業再開に伴い、授業期間の10：30～11：00、大学礼拝堂を開放し、
当日のオンライン礼拝配信動画を上映しています。宗教センタースタッフが、感染防止対策を
施していますので、心落ち着ける場として安心してお越しください。

礼拝堂でオンライン礼拝の放映について

オンライン礼拝放映後（約１０分間）、オルガニストによるオルガン・メディテーションを不定期
で行っております。各キャンパスのチャペル入口にメディテーション実施についての情報を
掲示しています。10：55までには終わるようにし、2時限目の授業に間に合うようにしています。

オルガン・メディテーションについて

日　時：１１月１６日（月）  １０：３０～
場　所：各キャンパス礼拝堂にてオンライン礼拝放映
奨励者：山本 与志春 （青山学院院長）　
奨励題：「青山学院の創立者は？」

創立記念礼拝

　１１月１６日（月）は、学院創立１46周年記念日です。学院のルーツをたどると、１８７４年に
東京・麻布の本村町に開設されたスクーンメーカーの女子小学校に行きつきます。ドーラ・
E・スクーンメーカー（１８５１～１９３４）は、２３歳の若さで米国のメソジスト監督教会から
初めて日本に派遣された女性宣教師でした。彼女は米国で小・中学校の教師をした経験
を生かし、小学校、しかも女子教育からその働きを開始しました。
　しかし当時の封建的な日本社会は女子教育を行うまで発展しておらず、教具もままなら
ないまま、１０畳たらずの部屋に男子を含めて数人での授業でした。やがてそれが、「救世
学校」「海岸女学校」と発展し、別に発展してきた「美會神学校」「耕教学舎（東京英学校）」
と合流して青山の地で「青山学院」となり、現在に至っています。その間の多くの先達の
信仰的な祈りと努力が、今もキリスト教信仰にもとづいた学問教育の伝統となって青山
学院に脈々と流れています。

青山学院創立記念日

キリスト教のシンボル ［13］

　エキュメニカル運動とは、多くの諸教派に
分かれているプロテスタント教会が互いに
一致を目指そうとする運動で、「世界教会
一致運動」と訳されます。20世紀初頭に
このような考えをもったプロテスタント各派
の指導者らは1910年、エディンバラに
おいて世界宣教会議を開催し、その流れ
から1948年、「世界教会協議会」（ＷＣＣ）
が設立されました。
　ＷＣＣには、現在、東方正教会も含めた120
カ国以上348の教派･教会が加盟し、教会相互の
交流のみならず、世界の平和、正義、人権、環境、宗教間対話などの課題にも取り組んで
います。またローマ・カトリック教会との交流･対話も積極的に続けられています。
　キリスト教信仰のシンボルとしての「十字架」と一致を表す「舟」をデザインしたこの
ＷＣＣのロゴには、いつまでもエキュメニカルなヴィジョンとエネルギーを絶やさないよう
にとの願いが込められています。oikoumene はギリシア語で「世界」を意味します。

「エキュメニカル運動」



今週の聖句

新型コロナウィルスの影響により、ネット上での簡略型の礼拝を配信しております。予告なく内容が変更になる場合があります。ご了承ください。

11月16日（月） 11月17日（火） 11月18日（水）

11月19日（木） 11月20日（金）
説教　島田　由紀
　　　 （大学宗教主任）

前　 奏

招　 詞

讃美歌21

聖　 書

説　 教

祈　 祷

祝福と派遣

後　 奏

 奏楽　作井清雅子

  

169（5節）

マタイ 5：4

　　　   （新6頁）

「人生の親戚」

司式　大島　　力
奨励　小張　敬之
　　　 （経済学部教授）

前　 奏
招　 詞
讃美歌
聖　 書

奨　 励

祈　 祷
祝福と派遣
後　 奏

 奏楽　作井清雅子
  
312（1節）
詩編 27：1
　　　 （旧857頁）

「主を仰ぎ見て38年
  ‒Dominus illuminatio mea‒」

聖書（旧）：旧約聖書
聖書（新）：新約聖書　
讃美歌21：1997年版『讃美歌21』
讃美歌：1954年版『讃美歌』

11/12（木）： THE BOOK OF HYMNS 211

説教　吉岡　康子
　　　 （大学・短大宗教主任）

前　 奏

招　 詞

讃美歌21

聖　 書

説　 教

祈　 祷

祝福と派遣

後　 奏

 奏楽　作井清雅子

452（2節）

Ⅱコリント 4：7～9
　　　　（新329頁）

「明日が

　世界の終わりでも」

説教　藤原　淳賀
　　　 （大学宗教主任）

前　 奏
招　 詞
讃美歌
聖　 書

説　 教

祈　 祷
祝福と派遣
後　 奏

 奏楽　作井清雅子

300（4節）
マタイ 6：9～13
　　　　　  （新9頁）

「わたしたちに
　　必要な糧を
  今日与えてください」

11月13日（金）11月12日（木）

前　 奏
招　 詞
讃美歌
聖　 書

奨　 励

祈　 祷
祝福と派遣
後　 奏

 奏楽　作井清雅子

461（1節）
詩編 127：1
　　　　（旧971頁）

「青山学院の
　　　　創立者は？」

11月9日（月） 11月10日（火） 11月11日（水）
説教　福嶋　裕子
　　　 （大学宗教主任）

前　 奏

招　 詞

讃美歌21

聖　 書

説　 教

　

祈　 祷

祝福と派遣

後　 奏

説教　左近　　豊
　　　 （大学宗教主任）

 奏楽　堀井美和子

360（3節）

イザヤ 40：8
　　　（旧1124頁）

「枯れず、しぼまず、

　　　　 とこしえに」

前　 奏

招　 詞

讃美歌21

聖　 書

説　 教

　

祈　 祷

祝福と派遣

後　 奏

 奏楽　堀井美和子

452（1節）

Ⅱコリント 4：16～18
　　　　（新329頁）

「見えない傷を

　　　　  癒すお方」

前　 奏

招　 詞

讃美歌

聖　 書

説　 教

　

祈　 祷

祝福と派遣

後　 奏

 奏楽　堀井美和子

Ⅱ191（2節）

サムエル上 2：4～8
　　　　（旧430頁）

「内気な人

　　ハンナが歌った」

説教　森島　　豊
　　　 （大学宗教主任）

前　 奏

招　 詞

讃美歌21

聖　 書

説　 教

　

祈　 祷

祝福と派遣

後　 奏

 奏楽　堀井美和子

543（3節）

マタイ 14：13～21
　　　　  （新28頁）

「ちょっとした

　　　　コトの価値」

説教　大宮　　謙
　　　 （大学宗教主任）

















































解説：タラントンはタレントの語源となった言葉。神が「それぞれの力に応じて」異なった額を
預けられています。現代の貨幣に換算すると1タラントンは約5千万円。 5タラントンは
大金です。しかし神にとってはそれも「少しのもの」。神は更に多くを与えてくださいます。
私たちに必要なこと。それは委ねられたものに「忠実」であること。「自分のもの」と
思わず、神が預けられたものとして能力や機会を忠実に用い、更に成長していきましょう。

神の国節第23週
「お前は少しのものに忠実であったから、多くのものを管理させよう。」   

 （マタイによる福音書  第２５章２１節）
解説：この箇所は、神の招きに相応しく歩むように、という文脈で語られています。神はあなたを

どこに招いておられるのでしょうか。天の御国へと向かう歩みへと招いておられます。天での
生き方の中心は愛です。天には高ぶる人はいません。策略を巡らし、陥れようとする人も
いません。皆、柔和で寛容です。今ここにおいて、もう天に向かう生き方を始めましょう。
そのときあなたは美しい人になっていかれます。

神の国節第24週
「一切高ぶることなく、柔和で、寛容の心を持ちなさい。」  

 （エフェソの信徒への手紙  第４章２節）

司式　シュー土戸 ポール
奨励　山本与志春
　　　 （青山学院院長）

創立記念礼拝

司式　福嶋　裕子
奨励　ケルバー阿部 スヴェン
　　　 （理工学部准教授）

前　 奏
招　 詞
讃美歌
聖　 書

奨　 励

祈　 祷
祝福と派遣
後　 奏

 奏楽　堀井美和子

“Lead Me, Lord”
James 3：2
　　　　（新４2４頁）
“Spider-Man showed us
 :Everybody makes 
                     mistakes”

英語による礼拝


	20 No25,26A
	20 No25.26B

